
大田区立石川台中学校改築事業基本構想及び基本計画
説明会

令和６年２月 19 日（月）19 時〜20 時

大田区教育委員会

大田区



次第

１ 開会挨拶 大田区教育委員会事務局 教育施設担当課長 田中 佑典

大田区立石川台中学校長 小菅 みちる

２ 出席者紹介

３ 内容説明

４ 質疑応答

１ 基本構想・基本計画の策定に至る背景

２ コンセプト・施設整備方針

３ 改築の主な基本的前提条件

４ 現状の配置及び改築後の配置案

５ スケジュール案及び工事ステップ

６ 新校舎のゾーニング案



大田区では、高度経済成長期の人口に合わせて、学校や公共施設等のインフラ整備を
行ってきました。区の学校施設も児童・生徒数が急増した昭和30年代後半から40年代に
かけて整備されたものが多く、全ての学校で耐震補強工事は完了しているものの、老朽
化が進行しています。今後は改築等の費用増大が見込まれることから、児童・生徒の安全
性を確保しつつ、教育環境の維持・向上を目指し、計画的に施設整備に取り組んできまし
た。
石川台中学校は、校舎の大半が築50年以上経過するなど老朽化が進んでいることから、
改築校として選定しました。

学校改築の基本的な考え方をまとめるため、大田区では令和５年度より「石川台中学校
学校改築懇談会」を設置し、具体的な検討に着手しました。教育委員会では、大田区の上
位構想や石川台中学校の教育目標の内容を踏まえ、学校改築懇談会における意見交換、
アンケート及び生徒ヒアリング等の活用により基本構想・基本計画の策定に向けて様々な
協議・検討を行ってまいりました。

～基本構想・基本計画策定にあたって～

1 基本構想・基本計画の策定に至る背景



0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

昭
和
４
７
年

昭
和
４
８
年

昭
和
４
９
年

昭
和
５
０
年

昭
和
５
１
年

昭
和
５
２
年

昭
和
５
３
年

昭
和
５
４
年

昭
和
５
５
年

昭
和
５
６
年

昭
和
５
７
年

昭
和
５
８
年

昭
和
５
９
年

昭
和
６
０
年

昭
和
６
１
年

昭
和
６
２
年

昭
和
６
３
年

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
１
０
年

平
成
１
１
年

平
成
１
２
年

平
成
１
３
年

平
成
１
４
年

平
成
１
５
年

平
成
１
６
年

平
成
１
７
年

平
成
１
８
年

平
成
１
９
年

平
成
２
０
年

平
成
２
１
年

平
成
２
２
年

平
成
２
３
年

平
成
２
４
年

平
成
２
５
年

平
成
２
６
年

平
成
２
７
年

平
成
２
８
年

平
成
２
９
年

平
成
３
０
年

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

児童数・生徒数の推移

小学校生 中学生

S55（1980）年

76,699人

児童生徒数ピーク

小学生ピーク

S54（1979）年

55,191人

中学生ピーク

S60（1985）年

24,653人

R5（2024）年

29,523人

R5（2024）年

11,060人

R5（2024）年

40,583人

ピーク時の約53％

43年間で約47％減少

（約3.6万人）



参考【図表 築年別整備状況】

令和３年３月「大田区学校施設長寿命化計画」より
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(㎡)

1971年以前の建築
168棟 23.0％
23.1万㎡ 38.8％

(年度)

築50年以上
124棟 16.9％
16.3万㎡ 27.4％

築40年以上
239棟 32.7％
21万㎡ 35.2％

築30年以上
249棟 34％
10.5万㎡ 17.5％

築20年以上
69棟 18.6％
4.9万㎡ 8.2％

築10年以上
24棟 10.2％
1.6万㎡ 2.8％

築10年未満
27棟 3.7％
5.3万㎡ 8.9％

築30年以上 612棟 83.6％ 47.8万㎡ 80.2％

新耐震基準（1981年より後の建築）
318棟 43.4％ 19.7万㎡ 33.1％

旧耐震基準（1981年以前の建築）
414棟 56.6％ 39.9万㎡ 66.9％

築20年以上 681棟 93％ 52.7万㎡ 88.4％

39.9万㎡ 65.9％414棟 57.3％

168棟 23.3％
23.1万㎡ 38.2％

※小数点以下の端数は四捨五入で表示して
いるため、合計が合わない場合がある。

築10年未満
24棟 10.6％
6.4万㎡ 10.6％

築10年以上
22棟 3.1％
1.6万㎡ 2.7％

築20年以上
69棟 9.6％
4.9万㎡ 8.1％

築30年以上
248棟 34.4％
10.4万㎡ 17.3％

築40年以上
237棟 33.0％
20.9万㎡ 34.6％

築50年以上
119棟 16.6％
16.2万㎡ 26.7％

築20年以上 673棟 93.6％ 52.5万㎡ 86.8％

築30年以上 604棟 84.0％ 47.6万㎡ 78.7％

308棟 42.7％ 20.6万㎡ 34.1％

（年度）



学校改築懇談会の開催

学校改築懇談会開催報告vol.1.2



学校改築懇談会の開催

学校改築懇談会開催報告vol.3.4



アンケート実施例

生徒用アンケート入力画面 アンケート用紙（紙回答用）



アンケート及び生徒ヒアリングの実施結果

保護者向けアンケート 回答者数：103名

＜質問3＞ 石川台中学校の良いところや新しい学校に継承したい特徴、特色ある活動などはありますか？

分類 回答 回答数

植
栽
・
自
然

自然豊か

石中の魅力のひとつである、豊かな自然は継承してほしい。

8

緑が多い

校庭の木や花壇が整備され、呑川沿いの桜もあり自然を感じることができる

自然が豊かで、開放感のある校庭。

緑や池、花があるところ

学校の周りの植栽を楽しませてもらってます。呑川の桜も綺麗ですし、そこは継承して欲しいです。

植栽がたくさんある

緑や植物が多い校庭や外周の雰囲気

実のなる木
果物が成る樹木があるのはいいと思います。

2
学校の敷地内に、実がなる木がたくさんあるところ。切らずに残してほしい。

欅の木 1

小
規
模
校

先生と生徒の距離

先生と生徒の距離が近い

12

生徒と先生の距離が近い

小規模で、先生方が生徒１人ひとりを把握して下さっているところです。

少人数校ならではの、生徒個々人への目が行き届いた教育。

生徒と先生との距離が近く感じます。校長先生を始め、先生方が生徒の名前を覚えて下さり、保護者に対しても、

子供の学校での様子話を気さくに話しかけて下さるのが、とても温かく嬉しく感じます。子供達も同じように感じ

ていると思います。信頼感も生まれ、安心してお任せしています。

まだ１年なので、始まったばかりですが先生方の対応は親切だと感じます。

程よい生徒数で、先生方が生徒達としっかり向き合って下さっていること。

先生と生徒の距離が近いところ

先生と生徒の距離が近いところ

充実した生徒と教諭の方々とのコミュニケーション

先生と生徒の垣根が高くない所。

少ない生徒数なので先生の目が行き届く所

異学年交流

生徒数が少ないからこそ出来る学年を超えた交流。

4
小規模校ならではの縦の繋がりやアットホーム感

少人数で子供も大体の学年の顔や名前など知っていて良い。

学年を超えて仲が良い所。

一部抜粋



アンケート及び生徒ヒアリングの実施結果

生徒ヒアリング

■新しい学校にあると良いもの

・一学年収容可能な大きさの教室がほしい ・生徒会室に空調設備を設けたい

・プールまでの動線は、外履きに履き替えが不要な計画にしてほしい

・楽器の移動を考慮して、体育館と音楽室は近接させたい

・体育倉庫は体育館の近くにし、校庭の面積をできるだけ多く確保したい ・池はなくなってもよい

・雨の日に集まれる屋根付きの外部空間(ピロティ)がほしい

・校舎裏に余分なスペースが多いので敷地を最大限有効活用してほしい

・校庭から見やすい位置に時計を掲示したい

・部活動の利便性を向上するために、テニスコートを独立させてほしい

・体育館の下部に教室を作るのも一つの案として良さそう

■新しい図書館にあるといいもの

・上履きを脱いで過ごすスペースがほしい ・机の高さは、低い方が読みやすい

■石川台中に残したいもの・雰囲気

・上下関係が少ない ・廊下が直線なため教室配置が明快で移動しやすい



石川台中学校の歴史、特徴、教育目標や大田区の上位構想等のその他計画と整合性をと
りながら、学校改築懇談会及びアンケートで寄せられた新しい石川台中学校へのご意見を
もとに、コンセプトを作成するためのキーワードを抽出しました。
さらに、抽出したキーワードを学校改築懇談会での意見交換を通じて整理し、コンセプト
及びその実現に向けた施設整備方針を策定しました。

２ コンセプト・施設整備方針



＜石川台中学校の教育目標＞

「思考力に富む生徒」

「実行力のある生徒」

「情操の豊かな生徒」

＜未来の石川台中学校に求められているもの＞（アンケート結果より）

・落ち着いて学習できる環境 ・最先端の教育ができる環境

・学年分け隔てなく交流できる場所 ・防犯や事故防止への配慮

・自然を感じながら過ごせる場所 ・リラックスして過ごせる場所

・衛生的なトイレやプール ・十分な広さの校庭や体育館

＜区の整備指針＞

・学校や地域の特色を活かし、地域とともにある学校づくりを目指す

・石川台中学校が培ってきた国語教育の推進をはじめとし、各教科の学習効果を上げ

るための学校図書館機能や、ICT活用による教育環境の充実に力を入れる

＜石川台中学校の特徴＞（学校要覧より抜粋）

・小規模校のよさを活かした学習や異学年交流

・「読解力を向上させる指導の工夫」への取り組み

・三大行事と四大ボランティア

・スクールサポート石川台などの活動



「異学年交流」「あたたかい繋がり」「小さな学校」「コンパクト」「アットホームな学校」

「スモール・スクール」「リビング・スクール」「家」「僕たち・私たちの学び舎」

「多様性ある子ども達」「ノーマライゼーション」「だれでも・だれにでも」「すべての子ども達（生徒）」

「共に育つ」「受け入れる（受容）」

「歴史」「伝統」「和」「言語力」「ことば」

「スクールライブラリー」「ラーニング・コモンズ」「メディアセンター」「まなび」

「思考力」「創造性」「育む」「生きる力」「成長」「アクティブ・ラーニング」「自ら学ぶ」「豊かな空間」

「安心安全」「防災」「防犯」「衛生的」

「呑川」「調布地区」「彩り豊かな自然」「ZEB」「持続可能」「サスティナブル」「SDGs」

「コミュニティー」「地域」

キーワード





①工期短縮を前提とした上で、学校を運営しながら敷地内での建て替えを行う。
（全ての建物を対象とする）

②工事中に体育館、給食室が使えない期間がないように工事ステップを計画する。

③改築後の校庭は、可能な限り整形とし、既存校庭以上の広さを確保する。

３ 改築の主な基本的前提条件



４ 現状の配置及び改築後の配置案

「３ 改築の主な基本的前提条件」を踏まえ、「校庭の広
さや日当たり」「周辺への影響」「防災」「工事ステップ」等
様々な視点から複数の案を検討・比較し、配置案を選定し
ました。選定に至った主な理由は以下のとおりです。

① 改築に係るコンセプト・施設整備方針及びゾーニン
グ計画を最も効果的・効率的に反映し施設整備でき
る配置である。

② 仮設校舎が不要であり、早期に新校舎の運用開始が
可能なため、教育環境の低減を抑えることができる。

③ 改築期間中を通して、最も広く仮設校庭を確保する
ことが可能であり、教育環境の低減を抑えることが
できる。

④ 工事期間が最も短く、短期間での整備が可能である。

⑤ 避難所となる体育館を水害時にも利用可能となるよ
う整備できる。

⑥ 仮設校舎や仮設備品類の賃借料及び仮設校舎への引
越費用が不要となり、大幅なコスト抑制ができる。

現状の
配置図

改築後の
配置案





５ スケジュール案及び工事ステップ



6 新校舎のゾーニング案


